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第 1 章  基 本 的 な 考 え 方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の 計 画 の 策 定 に あ た っ て 考 慮 す べ き 国 や 島 根

県 の 動 向 、浜 田 市 の 現 状 な ど を 踏 ま え 、計 画 の 目 的 、

位 置 づ け 、テ ー マ 、基 本 目 標 、対 象 と す る 環 境 の 範

囲 な ど の 基 本 的 な 考 え 方 を 示 し ま す 。  
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1 計 画 策 定 の 背 景  

 

わ が 国 で は 、 環 境 基 本 法 （ 平 成 5 年 11 月 制 定 ） に 基 づ き 、

こ れ ま で 第 1 次 ・ 第 2 次 環 境 基 本 計 画 が 策 定 さ れ 、 環 境 保 全

の た め の 施 策 が 具 体 的 に 取 組 ま れ て き ま し た 。  

し か し な が ら 、 地 球 温 暖 化 を は じ め と す る 地 球 環 境 全 体 の

問 題 へ の 対 応 が 一 層 緊 急 性 を 増 し て き て お り 、 経 済 的 側 面 、

社 会 的 側 面 、 環 境 的 側 面 と い う 社 会 経 済 活 動 を 総 合 的 に 捉 え

る 、 具 体 的 な 施 策 を よ り 一 層 強 力 に 進 め な け れ ば な ら な い 状

況 を 踏 ま え 、 第 3 次 環 境 基 本 計 画 が 策 定 さ れ ま し た 。  

特 に 、 世 界 的 な 不 況 な ど 近 年 の 厳 し い 社 会 経 済 情 勢 を 踏 ま

え 、「 緑 の 経 済 と 社 会 の 変 革（ 日 本 版 グ リ ー ン・ニ ュ ー デ ィ ー

ル 政 策 ）」を 発 表 し 、経 済 と 社 会 を よ り 持 続 力 の あ る 構 造 に 変

え て い く こ と と さ れ て い ま す 。  

 

本 市 で は 、平 成 12 年 5 月 に 、旧 浜 田 市 に お い て 策 定 し た「 第

１ 次  浜 田 市 環 境 基 本 計 画 ～ エ コ プ ラ ン 21～ 」 に よ り 、 環 境

に 関 す る 施 策 を 総 合 的 ・ 計 画 的 に 推 進 す る た め に 必 要 な 事 項

を 定 め 、 取 組 み を 進 め て き た と こ ろ で す 。  

そ の 後 、 社 会 経 済 情 勢 の 大 き な 変 革 へ の 対 応 や 、 国 の 地 球

温 暖 化 対 策 な ど の 環 境 政 策 と の 整 合 性 を 図 る 必 要 が 生 じ て き

ま し た 。  

ま た 、 平 成 17 年 10 月 の 市 町 村 合 併 に よ る 市 域 拡 大 に 伴 う

面 積 や 人 口 の 増 大 の ほ か 、 地 域 特 性 な ど 自 然 ・ 社 会 環 境 の 広

範 囲 化 や 市 民 意 識 の 変 化 な ど が み ら れ ま す 。  

こ の よ う な 状 況 に 対 応 す る た め に 、 新 た な 環 境 基 本 計 画 の

策 定 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

 

※  
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2 計 画 の 目 的  

 

計 画 策 定 の 背 景 及 び 本 市 の 環 境 を 取 り 巻 く 現 状 を 踏 ま え 、

自 然 と 人 間 が 調 和 の と れ た 、 自 然 環 境 を 活 か し た 潤 い の あ る

ま ち づ く り を 実 現 す る た め 、「 浜 田 市 環 境 基 本 計 画 」を 策 定 す

る も の で す 。  

  ま た 、 こ の 計 画 に 掲 げ る 施 策 の 方 向 性 に つ い て 、 市 民 ・ 事

業 者 ・ 市 が そ れ ぞ れ 自 主 的 な 取 組 み を 進 め る と と も に 、 互 い

に 協 働 し て 地 域 の 実 情 に 応 じ た 取 組 み を 総 合 的 ・ 計 画 的 に 推

進 す る こ と に よ り 、 未 来 を 担 う 子 ど も た ち に よ り 良 い 環 境 を

残 す こ と を 目 的 と し ま す 。  
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3 計 画 の 位 置 づ け  

 

こ の 計 画 は 、「 浜 田 市 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す る 条 例 」 第 19

条 の 規 定 に 基 づ き 、 総 合 的 な 施 策 を 達 成 す る た め 、 生 活 環 境

の 保 全 に 関 す る 基 本 計 画 を 定 め る も の で す 。  

浜 田 市 総 合 振 興 計 画 に 掲 げ る 市 の 将 来 像 「 青 い 海 ・ 緑 の 大

地  人 が 輝 き 文 化 の か お る ま ち 」実 現 に 向 け た ま ち づ く り の 大

綱 で あ る 「 自 然 環 境 を 活 か し た 潤 い の あ る ま ち 」 を 目 指 す た

め の 基 本 的 計 画 と 位 置 づ け ま す 。  

こ の 計 画 に 基 づ き 、 本 市 で は 、 各 部 門 に お け る 環 境 の 保 全

に 関 す る 施 策 を 立 案 ・ 実 施 す る も の で す 。  

  ま た 、 今 日 の 環 境 に 関 す る 諸 課 題 を 解 決 し 、 本 計 画 に 掲 げ

る 基 本 目 標 を 実 現 す る た め に は 、 私 た ち 一 人 ひ と り の 実践や

行動 が 求 め ら れ て お り 、 市 民 ・ 事 業 者 ・ 市 の 積 極的 な 取 組 み

と連携・ 協 力 が 不可欠で す 。  

  し た が っ て 、 こ の 計 画 は 、 市 民 ・ 事 業 者 ・ 市 が 一 体 と な っ

た 取 組 み を 進 め て い く た め の 指 針と な る も の で す 。  

 

 

 

 

 

三隅町折居「大麻山と吉浦海岸」  

「青い海 ・緑の大地  人が輝き文化のかおるまち」の実現  

三隅町古市場「はりも山の一日」  

※  
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〈〈〈〈 浜 田 市 関 連 計 画浜 田 市 関 連 計 画浜 田 市 関 連 計 画浜 田 市 関 連 計 画 〉〉〉〉     

 

○ 新 市 ま ち づ く り 計 画 （ H 1 7 ～ H 2 7 ）  

○ 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 計 画 （ H 2 1～ H 2 5 ）  

○ 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 （ H 1 8～ H 2 2 ）  

○  地 域 省 エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン （ H 1 8～ H 2 2 ）  

○  地 域 新 エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン （ H 2 0～ H 2 9 ）  

○ 循 環 型 社 会 形 成 推 進 地 域 計 画 （ H 1 8～ H 2 3 ）  

○ 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 （ H 1 9～ H 3 2 ）  

○ 分 別 収 集 計 画 （ 第 5 期 ）（ H 2 0 ～ H 2 5 ）  

○ 生 活 排 水 処 理 基 本 計 画 （ H 1 7 ～ H 2 6 ）  

○ 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン （ H 1 1～ H 2 7 ）  

○ 森 林 整 備 計 画 （ H 1 7～ H 2 6 ）  

○ 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 （ H 1 9 ～ H 2 3 ）  

○ 鳥 獣 被 害 防 止 計 画 （ H 2 0～ H 2 2 ）  

○ 水 道 ビ ジ ョ ン（ 上 水 道・簡 易 水 道 ）（ H 1 9 ～ H 2 8 ）

○ そ の 他 各 種 計 画 ・ 施 策  

 

浜  田  市  環  境  基  本  計  画  

浜 田 市 生 活 環 境浜 田 市 生 活 環 境浜 田 市 生 活 環 境浜 田 市 生 活 環 境 のののの     

保 全保 全保 全保 全 にににに 関関関関 す るす るす るす る 条 例条 例条 例条 例     

環環環環     境境境境     基基基基     本本本本     法法法法     

環 境基本 計画環 境基本 計画環 境基本 計画環 境基本 計画     

島根県環境保全条例島根県環境保全条例島根県環境保全条例島根県環境保全条例     

島根県環境基本計画島根県環境基本計画島根県環境基本計画島根県環境基本計画     

浜田市総合振興計画浜田市総合振興計画浜田市総合振興計画浜田市総合振興計画     Ⅲ  自然環境を活かした  潤いのあるまちづくり  

※  

※  

※  

※  ※  

※  
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4 計 画 の テ ー マ  

 

  本 市 は 、 海 、 山、 川 、 田 園 な ど か ら な る 豊 か な 自 然 環 境 を

次 世 代 に引 き 継 ぐた め に 、 新 た なゆ た か さ へ の 道を 求 め 、 自

然 と 人 間 が 調 和 の と れ た 潤 い の あ る ま ち を 目 指 し ま す 。  

 

こ の た め 、こ の 計 画 に お け る テ ー マ を 次 の よ う に 定 め ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 特 性 と自 然 環 境 を活 かした 

潤 いのあるまち・はまだ 

田橋町「遠足」  

原井町「浜田漁港」  
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5 計 画 の 基 本 目 標  

    

こ の 計 画 の テ ー マ を 実 現 す る た め に 、 国 や 島 根 県 の 基 本 理

念・ 基 本 目 標 な ど 関 係 上位 計 画 の 基 本 的 方 針 を 踏 ま え 、 浜 田

市 総 合 振 興 計 画 に 掲 げ る 施 策 大 綱 と し て 積 極 的 に 進 め る こ と

と し て い る４つ の 項 目 を 、 こ の 計 画 の 基 本 目 標 と し ま す 。  

 

  施 策 の 展 開に あ た っ て は 、 直 面 す る 環 境 問 題 に 対 処 す る た

め 、本 市 に お け る 自 然 的・社 会 的 条 件に 応 じ た 施 策 を 総 合 的・

計 画 的 に展 開 す る と と も に 、 経 済 社 会 の 強 化 と 持 続 性 の視点

に 立 っ た 対 策 に 取 組 み ま す 。  

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策地 球 温 暖 化 対 策  

地 域地 域地 域地 域 のののの 特 性特 性特 性特 性 をををを     

活活活活 か し たか し たか し たか し た 景 観 形 成景 観 形 成景 観 形 成景 観 形 成  

環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全 のののの     

人人人人 づ く りづ く りづ く りづ く り ・・・・ 地 域地 域地 域地 域 づ く りづ く りづ く りづ く り

循 環 型 社 会循 環 型 社 会循 環 型 社 会循 環 型 社 会 のののの 構 築構 築構 築構 築  

地 域 特 性 と自 然 環 境 を活 かした 

潤 いのあるまち・はまだ 

※  
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 6 対 象 と す る 環 境 の 範 囲  

 

環 境 と は 、「 人 間 や 生物な ど を 取 り 巻 く周囲 の 状 態や 世 界 」

と い う よ う な 包 括的 概 念で あ り 、 自 然 的 環 境 と 社 会 的 環 境 が

あ り ま す 。  

こ の 計 画 に お け る 「 環 境 」 は 、 島 根 県 環 境 基 本 計 画 に お い

て 対 象 と さ れ て い る 環 境 の 範 囲 に準じ て分類し ま す 。  

潤 い と安らぎの「 快適環 境 」、豊 か な 自 然 を 活 か し た「 自 然

環 境 」、 地 球 規 模 で の 「 地 球 環 境 」、 生 活 に密 接 に 関 わ る 「 生

活 環 境 」の４つ に 大分類し 、さ ら に 事 象ごと に細分 類し ま す 。  

 

 

○  快 適 環 境  

 

 

 

○  自 然 環 境  

 

  

 

 

○  地 球 環 境  

 

○  生 活 環 境  

 

 

 

 

 

 

 

①  廃棄物          ⑥  土壌汚染  

②  大気汚染        ⑦  地盤沈下  

③  水質汚濁        ⑧  有害化学物質   

④  騒音・ 振 動      ⑨  光害  

⑤  悪臭            ⑩  愛玩動物  

①  景観             ③  み ど り  

②  水辺             ④  歴史・ 文 化  

①  地 球 温 暖 化       ③  オゾン 層 の破壊  

②  酸性雨           ④  海洋汚染  

①  自 然財産、天 然記念物  

②  野生 動植物        

③  森林・農地 ・ 漁場  



 13 

7 計 画 の 対 象 地 域  

 

こ の 計 画 の 対 象 地 域 は 、 本 市 内 全 域 と し 、 基 本 目 標 の 実 現

に 向 け 、 全 市 一 体 的 な 取 組 み を 推 進 し ま す 。  

ま た 、 各 自 治 区 の 地 理 的 ・ 社 会 的 条 件 な ど の 地 域 特 性 に 応

じ た 望 ま し い 環 境 施 策 を効 率 的 ・効 果 的 に 展 開 す る た め 、 対

象 地 域 を 自 治 区 ごと に 区分 し 、 自治 区 別の 環 境 配慮 の 方 向 性

を明確に し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 21 年 4 月 1 日現在 （人口・世帯数は外国人を含む）  

〈面 積〉    〈人 口〉      〈世帯数〉  

 

浜田自治区       162.69       43,910          19,418 

  

金城自治区       164.30        4,884           1,905 

 

旭自治区         128.57        3,204           1,393 

 

弥栄自治区       105.50        1,600             725 

 

三隅自治区       128.55        7,038           2,879 

 

  浜 田 市    689.61 k ㎡      60,636 人      26,320 世帯  
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8 計 画 の 期 間  

 

こ の 計 画 の期間 は 、 平 成 22 年度（ 2010 年度） か ら 平 成 31

年度（ 2019 年度 ） ま で の 10 年 間 と し ま す 。  

ただし 、社 会・経 済 情 勢 の 変 化 、国 内外の 環 境 政 策 の 動 向 、

こ の 計 画 の 進 捗 状 況 な ど を 踏 ま え て 柔 軟 に 対 応 す る た め 、 5

年ご と に再 検 討 を加 え 、 必 要 に 応 じ て 計 画 の 見 直し を 行い ま

す 。  

  ま た 、 各 項 目 の内 、 個別 計 画 に お い て 、 計 画 期間 や 目 標 年

次 が 定 め ら れ て い る も の に つ い て は 、 個別 計 画 の 計 画 期間 に

よ る も の と し ま す 。  

  な お 、 環 境 問 題 は 、 対 策 の 効 果が 表 れ る ま で に長 い 年 月 を

要 す る も の も 多 く あ る こ と か ら 、 項 目 に よ っ て は 、 長 期的 な

視点に 立 っ た 施 策 の 方 向 性 を 示 す も の と し ま す 。  
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9 計 画 の 構 成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章  基 本 的 な 考 え 方  

  背 景 ・ 目 的 、 位 置 づ け 、 テ ー マ 、 基 本 目 標 、 範 囲 、  

対 象 地 域 、期間 、 構 成 、 施 策 体 系、 担 い手  

第 2 章  現 状 と 課 題 、 施 策 の 方 向 性  

 

快 適 環 境   景観、水辺、 み ど り 、歴史・ 文 化  

自 然 環 境   自 然財産、天然記念 物、野生 動植物 、  

          森林・農地 ・漁場  

地 球 環 境   地 球 温 暖 化 、酸性雨 、オゾン 層 の破 壊、  

          海洋汚染  

生 活 環 境   廃棄物、 大気汚染、 水質汚濁、  

騒音・ 振 動 、悪 臭、土壌汚染、 地盤沈下、  

有害化学物質、 光害、愛玩動物  

 

第 3 章  自 治 区 別 環 境 配 慮

浜 田 ・ 金 城 ・ 旭  

弥 栄 ・ 三 隅  

第 4 章  主 体 別 環 境 配 慮  

市     民  

事  業  者  

市  

第 5 章  計 画 の 推 進  

推 進 体 制  

進 行 管 理 と 見 直 し  

推 進 の 方 策  

資   料   編  
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10 施 策 体 系     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〈
テ

ー
マ

〉
 
地

域
特

性
と

自
然

環
境

を
活

か
し

た
 
潤

い
の
あ

る
ま

ち
・
は

ま
だ
 

環境保全の 

人づくり・地域づくり 

地球温暖化対策  

循環型社会の構築  ①廃棄物 ②大気汚染 ③水質汚濁 ④騒音・振動 ⑤悪臭 ⑥土壌汚染 ⑦地盤沈下 ⑧有害化学物質  ⑨光害 ⑩愛玩動物 

自 然 環 境  ①自然財産、 天然記念物 ②野生動植物 ③森林･農地･漁場 
快 適 環 境  ①景観 ②水辺 ③みどり ④歴史・文化 
推 進 の 方 策  ①市民運動 ②学習と教育 ③助成と支援 ④助言と地域推進 ⑤情報の提供 
地 球 環 境  ①地球温暖化 ②酸性雨 ③オゾン層の破壊 ④海洋汚染 

地域の特性を活かした 

景観形成  

環境配慮  

（自治区別 ・主体別 ）  

生 活 環 境  

〈 基 本 目 標 〉
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11 計 画 推 進 の 担 い 手  

 

こ の 計 画 の 推 進 に あ た っ て は 、 市 民 を は じ め 、 事 業 者 、 市

と い っ た 各 主 体 が そ れ ぞ れ の 立 場に お い て 、 自 主 的 か つ 積極

的 な 取 組 み を 行 う と と も に 、 相 互 に 協 力 ・ 連 携 し な が ら 、 地

域 一 体 と な っ て 推 進 す る こ と が 重要 で す 。  

こ の た め 、「 市 民 」・「 事 業 者 」・「 市 」を 、こ の 計 画 推 進 の 担

い手と 位 置 づ け て 全 市 的 に 取 組 み を 進 め て い き ま す 。  

 

 

《 市 民 》  

 

《 事 業 者 》  

 

《 市 》  

○ 環 境 保 全 に 関 す る 意 識 を 高 め ま す 。  

○ 毎日 の 暮ら し の中で ライフス タイル を 見 直 し ま す 。  

○ 地 域 な ど に お け る 環 境 保 全 活 動 へ 積 極 的 に 参 加

し ま す 。  

○ 環 境 保 全 施 策 の 推 進 に 向 け 市 と 協 働 し ま す 。  

○ 事 業 活 動 か ら 発 生 す る 環 境 負 荷 を 低 減 す る 環 境

配 慮 型 の 事 業 活 動 を 推 進 し ま す 。  

○ 地 域 に お け る 環 境 保 全 活 動 へ 参 加 ・ 協 力 し ま す 。

○ 環 境 保 全 施 策 の 推 進 に 向 け 市 と 協 働 し ま す 。  

○ 国 、 島 根 県 な ど 関 係 機 関 と 連 携 し 、 こ の 計 画 に

掲 げ る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し ま す 。  

○ 市 民 ・ 事 業 者 に 対 す る 普 及 啓 発 に 取 組 み ま す 。  

○ 市 の 施 策 に 対 す る 、 市 民 ・ 事 業 者 の 積 極 的 な 参

加 や 連 携 を 促 進 し ま す 。  

 


